
論　　文

祭司の宝石

The twelve stones on the breastplate of judgement in Exodus

は
じ
め
に

　

裁
き
の
場
に
臨
む
ユ
ダ
ヤ
の
高
僧
の
胸む

ね

当あ
て

に
は
十
二
の
宝
石
が
四
列
に
三
つ
ず
つ
嵌
め
込
ま
れ

て
い
る
が
、
宝
石
の
種
類
と
排
列
に
は
次
の
よ
う
にA

aron, Second tem
ple, E

xous

の
三

種
が
あ
る
と
い
う
︵
注
①
︶。

 
 

 
 

 
 

A
aron  

 
 

 
 

 
Second tem

ple 
 

 
 

 
E

xous

︵
注
②
︶

第
一
列　

１　

紅
色
の
碧
玉　
　
　
　

紅
縞
瑪
瑙　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ー
デ
ウ
ス

　
　
　
　

２　

淡
緑
蛇
紋
石　
　
　
　

橄
欖
石　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄
玉

　
　
　
　

３　

緑
色
長
石　
　
　
　
　

翠
玉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

カ
ー
バ
ン
ク
ル

第
二
列　

１　

鉄
礬
石
榴
石　
　
　
　

紅
玉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

翠
玉

　
　
　
　

２　

青
金
石　
　
　
　
　
　

青
金
石　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
玉

　
　
　
　

３　

縞
瑪
瑙　
　
　
　
　
　

縞
瑪
瑙　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
剛
石

第
三
列　

１　

褐
色
瑪
瑙　
　
　
　
　

青
玉
又
は
ジ
ャ
ー
シ
ン
ス　
　

リ
グ
リ
ア
石

　
　
　
　

２　

縞
瑪
瑙　
　
　
　
　
　

縞
瑪
瑙　
　
　
　
　
　
　
　
　

瑪
瑙

　
　
　
　

３　

紫
水
晶　
　
　
　
　
　

紫
水
晶　
　
　
　
　
　
　
　
　

紫
水
晶

第
四
列　

１　

黄
色
碧
玉　
　
　
　
　

黄
玉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

緑
柱
石

　
　
　
　

２　

孔
雀
石　
　
　
　
　
　

緑
柱
石　
　
　
　
　
　
　
　
　

縞
瑪
瑙

　
　
　
　

３　

緑
色
碧
玉
又
は
玉　
　

緑
色
碧
玉
又
は
玉　
　
　
　
　

碧
玉

　

A
aron

は
、『
旧
約
聖
書
』
に
登
場
す
る
モ
ー
ゼ
の
兄
、
ユ
ダ
ヤ
の
最
初
の
祭
司
長
の
レ
ビ
人

の
名
で
あ
り
（「
創
世
記
」）、Second tem

ple

は
、
ダ
ビ
テ
王
朝
の
国
家
神
殿
で
あ
っ
た
エ
ル

サ
レ
ム
神
殿
が
破
壊
さ
れ
消
滅
し
た
後
、
紀
元
前
五
百
十
五
年
に
再
建
さ
れ
た
第
二
神
殿
の
名
で

あ
る
（「
エ
ズ
ラ
記
」）。
こ
のA

aron

とSecond tem
ple

の
二
種
に
用
い
ら
れ
て
い
る
宝
石

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
故
実
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
故
実
の
詳
細
に
つ
い

て
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
の
宝
石
の
原
名
と
そ
の
訳
語
が
何
に
基
づ
く
も
の

で
あ
る
か
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。
も
う
一
種
のE

xous

は
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
の
二
十
八

章
十
五
節
か
ら
二
十
一
節
）
に
見
え
る
、
モ
ー
セ
に
命
じ
た
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
言
葉
に
拠
る
も
の
の
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
箇
所
を
日
本
聖
書
協
会
の
一
九
五
五
年
改
訳
で
示
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

あ
な
た
は
ま
た
さ
ば
き
の
胸
当
を
巧
み
な
わ
ざ
を
も
っ
て
作
り
、
こ
れ
を
エ
ポ
デ
の
作
り
の

よ
う
に
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
金
糸
、
青
糸
、
紫
糸
、
緋
糸
、
亜
麻
の
撚
糸

で
、
こ
れ
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
二
つ
に
折
っ
て
四
角
に
し
、
長
さ
は
一
指
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当
り
、
幅
も
一
指
当
り
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
中
に
宝
石
を
四
列
に
は
め
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
紅こ

う

玉ぎ
ょ
く

髄ず
い

、
貴き

か
ん
ら
ん
石
、
水す
い

晶し
ょ
うの
列
を
第
一
列
と

し
、
第
二
列
は
、
ざ
く
ろ
石い

し

、
る
り
、
赤あ

か
し
ま縞

め
の
う
。
第
三
列
は
黄き

す
い
し
ょ
う

水
晶
、
め
の
う
、 

紫む
ら
さ
き

水す
い

晶し
ょ
う。
第
四
列
は
黄こ
う

碧へ
き

玉ぎ
ょ
く、
縞し
ま

め
の
う
、
碧へ
き

玉ぎ
ょ
くで
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
金
の
編
細
工

の
中
に
は
め
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
宝
石
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
の
名
に
従
い
、

そ
の
名
と
ひ
と
し
く
十
二
と
し
、
お
の
お
の
印
の
彫
刻
の
よ
う
に
十
二
の
部
族
の
た
め
に
そ

の
名
を
刻
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
の
文
章
に
あ
る
よ
う
に
、
十
二
と
い
う
数
は
イ
ス
ラ
エ
ル
（
ヤ
コ

ブ
）
の
子
の
数
で
あ
る
が
（
そ
れ
は
十
二
の
支
族
の
名
前
で
も
あ
る
）、
四
列
に
飾
る
の
は
、
そ

の
子
ど
も
た
ち
が
二
人
の
正
妻
（
レ
ア
と
ラ
ケ
ル
）
と
二
人
の
侍
女
（
ビ
ル
ハ
と
ジ
ル
バ
）
か
ら

生
ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

　

子
ら
の
名
は
「
創
世
記
」
の
三
十
五
章
二
十
二
後
半
か
ら
二
十
六
節
に
見
え
る
。
同
じ
く
日
本

聖
書
協
会
の
一
九
五
五
年
改
訳
で
は
そ
の
箇
所
は
次
の
よ
う
な
訳
に
な
っ
て
い
る
。

さ
て
ヤ
コ
ブ
の
子
ら
は
十
二
人
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
レ
ア
の
子
ら
は
ヤ
コ
ブ
の
長
子
ル
ペ

ン
、
シ
メ
オ
ン
、
レ
ビ
、
ユ
ダ
、
イ
ッ
サ
カ
ル
、
ゼ
ブ
ル
ン
。
ラ
ケ
ル
の
子
ら
は
ヨ
セ
フ
と

ベ
ニ
ヤ
ミ
ン
。
ラ
ケ
ル
の
つ
か
え
め
ビ
ル
ハ
の
子
ら
は
ダ
ン
と
ナ
フ
タ
リ
。
レ
ア
の
つ
か
え

め
ジ
ル
ハ
の
子
ら
は
ガ
ド
と
ア
セ
ル
。
こ
れ
ら
は
ヤ
コ
ブ
の
子
ら
で
あ
っ
て
、
バ
タ
ン
ア
ラ

ム
で
彼
に
生
ま
れ
た
者
で
あ
る
。

　

ヤ
ハ
ウ
ェ
の
言
葉
に
は
「
そ
の
宝
石
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
子
ら
の
名
に
従
い
」
と
あ
り
、
宝
石
の

名
と
子
ら
の
名
と
は
対
応
す
る
よ
う
に
読
み
取
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
両
者
が
同
じ
名
称
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
聖
書
（『
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
対
訳
シ
リ
ー

ズ
』
株
式
会
社
ミ
ル
ト
ス1993

刊
に
よ
る
）
に
お
け
る
十
二
の
宝
石
の
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
り

（
ひ
ら
が
な
は
ｌ
ま
た
ｆ
音
で
あ
る
）、

（
第
一
列
）
オ
デ
ムodem

　
　

ビ
ト
ゥ
ダ
ーpi`tdah　
　

ヴ
ァ
レ
ケ
ッ
トbareqet

（
第
二
列
）
ノ
フ
ェ
ふnofeq　
　

サ
ピ
ー
ルsappir　
　

ヤ
ハ
ろ
ムyahalom

（
第
三
列
）
れ
シ
ェ
ムleshem

　
　

シ
ェ
ヴ
ォ
ーshebo　
　

ア
ふ
ら
ー
マ`ahlam

ah

（
第
四
列
）
タ
ル
シ
シ
ュtarshish　

 

シ
ョ
ハ
ムshoham

　

 

ヤ
シ
ョ
フ
ェ
ーyashfeh

　

子
ら
の
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
レ
ア
の
子
）　

レ
ウ
ヴ
ェ
ン　
　

シ
ム
オ
ン　
　

れ
ヴ
ィ

　
　
　
　
　
　
　

フ
ダ
ー　
　

イ
ッ
サ
は
ル　
　

ゼ
ヴ
る
ン

（
ラ
ケ
ル
の
子
）
ヨ
セ
フ　
　

ヴ
ィ
ン
ヤ
ミ
ン

（
ビ
ル
ハ
の
子
）
ダ
ン　
　
　

ナ
フ
タ
り

（
ジ
ル
バ
の
子
）
ガ
ッ
ド　
　

ア
シ
ェ
ル

　

ち
な
み
に“T

he H
oly Bible; ,N

ew
 Revised Standard V

ersion”

（N
ew

 Y
ork O

xford 
U

niversity Press, 1989

）
で
も
同
様
に
両
者
の
名
前
は
対
応
し
て
い
ず
、
宝
石
の
名
は
、

Y
ou shall set in it four row

s of storns.A
 row

 of carnelian, chrysolite, and em
-

erald shall be the first row
: and the second row

 a turquoise, a sapphire and a 
m

oonstone; and the third row
 a jacinth, an agate, and an am

ethyst; and the 
fouth row

 a beryl , an onyx, and a jasp; thy shall be set in gold fligree.
 

（Exodus 28.15-21

）

で
あ
り
、
子
ら
の
名
は
、

N
ow

 the sons of Jacob w
ere tw

elve. T
he sons of Leah: Reuben (Jacob’s first-

born), Sim
eon , Levi, Judah, Issachar, and Zebulun. T

he sons of Rachel: Joseph 
and Benjam

in. T
he sons of Bilhah, Rachel`s m

aid: D
an and N

aphtali. T
he sons 

of Zilpah ,Leah`s m
aid: Gad  and A

sher. T
hese w

ere the sons of Jacob w
ho 

w
ere born to him

 in Paddan-aram
 

（Genesis 35.22-26

）

で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
言
葉
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
に
お
け
る
子
ら
の
名
が
本
来
意
味
す
る
も
の

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宝
石
に
托
さ
れ
て
い
る
意
味
と
対
応
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語

で
記
さ
れ
て
い
る
宝
石
の
同
定
が
困
難
だ
か
ら
で
あ
る
。“T

he H
oly Bible”

のExodus 
28.15-21

に
も‘T

he identity of these storns is uncertain’

と
い
う
注
が
見
え
る
。

２　

漢
訳
と
和
訳
の
聖
書
に
お
け
る
宝
石
名
の
相
違

　

本
稿
で
考
察
し
た
い
の
は
、
我
が
国
で
初
め
て
『
旧
約
聖
書
』
が
和
訳
さ
れ
た
時
に
、「
出
エ

ジ
プ
ト
記
」
に
見
え
る
こ
れ
ら
の
宝
石
名
が
ど
の
よ
う
に
訳
さ
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

初
期
の
和
訳
聖
書
は
漢
訳
聖
書
の
文
章
を
基
に
作
ら
れ
て
い
る
。
和
訳
『
旧
約
聖
書
』
の
完
訳

は
明
治
二
十
一
年
〔1888

〕
刊
の
『
旧
約
全
書
』（
以
下
こ
れ
を
単
に
【
和
訳
】
と
言
う
）
を
最

初
と
す
る
が
、
そ
の
文
章
はBridgm

an

とCulberston

に
よ
る
漢
訳
『
旧
約
全
書
』（1863

刊
。

以
下
こ
れ
を
単
に
【
漢
訳
】
と
言
う
）
の
文
章
を
ほ
ぼ
忠
実
に
生
か
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば

「
創
世
記
」
冒
頭
の
【
漢
訳
】
は
、

元
始
時
、
神
創
造
天
地
。
地
乃
虚
曠
、
淵
面
晦
冥
、
神
之
霊
覆
育
於
水
面
。
神
曰
、
宜
有
光
、

即
有
光
焉
。
神
観
光
為
善
、
神
遂
分
光
暗
。
神
名
光
者
昼
、
暗
者
曰
夜
。
有
夕
有
朝
、
是
乃

元
日
。

で
あ
り
、【
和
訳
】
は
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元は
じ
め始
に
神か
み

天て
ん

地ち

を
創つ
く
り造
た
ま
へ
り
。
地じ

は
定か
た
ち形
な
く
曠む
な
し空
く
し
て
黒や

暗み

淵わ
だ

の
面お
も
てに
あ
り
。
神か
み

の
霊れ
い

水み
づ

の
面お
も
てを
覆お
ほ
ひた
り
き
。
神か
み

光ひ
か
りあ
れ
と
言い
ひ

た
ま
ひ
け
れ
ば
光ひ
か
りあ
り
き
。
神か
み

光ひ
か
りを
善よ
し

と
観み

た
ま
へ
り
。
神か

み

光ひ
か
りと

暗や
み

を
分わ

か

ち
た
ま
へ
り
。
神か

み

光ひ
か
りを

昼ひ
る

と
名な

づ

け
暗や

み

を
夜よ

る

と
名な

づ

け
た
ま
へ
り
。

夕ゆ
ふ

あ
り
朝あ
さ

あ
り
き
。
是こ
れ

首は
じ
めの
日
な
り
。

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
稿
が
取
り
上
げ
る
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
の
当
該
箇
所
の
宝
石
名
は
、【
漢
訳
】
が
、

一
行
必
為
瑪
瑙
、
黄
琮
、
瓊
玉
、
此
為
第
一
行
、
第
二
行
緑
玉
、
青
玉
、
金
剛
石
、
第
三
行

赤
璋
、
白
瑪
瑙
、
紫
玉
、
第
四
行
黄
玉
、
碧
玉
、
粋
玉
。

で
あ
る
の
に
対
し
て
、【
和
訳
】
は
、

即
ち
赤あ

か

玉だ
ま

・
黄き
の

玉た
ま

・
瑪め
な
う瑙
の
一
行な
ら
びを
第
一
行
と
す
べ
し
。 

第
二
行
は
紅
く
れ
な
ゐ
の
た
ま
玉
・
青あ
を

玉た
ま

・
金こ
ん

剛が
う

石せ
き

。
第
三
行
は
深
こ
き
く
れ
な
ゐ
の
た
ま

紅
玉
・
白し
ろ
め
な
う

瑪
瑙
・
紫
む
ら
さ
き
の
た
ま
玉
。
第
四
行
は
黄き
み
ど
り
の
た
ま

緑
玉
・
葱ね
さ
う
か
う珩・
碧
み
ど
り
の
た
ま
玉
す

べ
て
金
の
漕
の
中
に
こ
れ
を
嵌は

む

べ
し
。

で
あ
る
。
両
者
に
用
い
ら
れ
て
い
る
宝
石
名
を
表
に
す
れ
ば
（
宝
石
名
は
文
中
の
出
現
順
序
に
し

た
が
っ
て
記
す
）、

第
一
列
【
漢
訳
】　

瑪
瑙　
　
　

黄
琮　
　
　

瓊
玉

　
　
　

【
和
訳
】　

赤
玉　
　
　

黄
玉　
　
　

瑪
瑙

第
二
列
【
漢
訳
】　

緑
玉　
　
　

青
玉　
　
　

金
剛
石

　
　
　

【
和
訳
】　

紅
玉　
　
　

青
玉　
　
　

金
剛
石

第
三
列
【
漢
訳
】　

赤
璋　
　
　

白
瑪
瑙　
　

紫
玉

　
　
　

【
和
訳
】　

深
紅
玉　
　

白
瑪
瑙　
　

紫
玉

第
四
列
【
漢
訳
】　

黄
玉　
　
　

碧
玉　
　
　

粋
玉

　
　
　

【
和
訳
】　

黄
緑
玉　
　

葱
珩　
　
　

碧
玉

と
な
る
。
す
な
わ
ち
、【
和
訳
】
の
宝
石
名
と
【
漢
訳
】
と
で
一
致
す
る
の
は
「
青
玉
」「
金
剛

石
」「
白
瑪
瑙
」「
紫
玉
」
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
︵
注
③
︶。【
和
訳
】
の
宝
石
名
が
【
漢
訳
】
に

拠
っ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
何
に
基
づ
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

３　

鉱
物
学
の
宝
石
名

　

最
初
の
聖
書
和
訳
が
成
立
し
た
頃
、
学
問
の
世
界
で
は
西
洋
の
鉱
物
学
が
移
入
さ
れ
、
術
語
と

し
て
の
鉱
物
名
が
整
備
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
鉱
物
名
に
は
「
青
玉
」「
瑪
瑙
」「
碧

玉
」
と
い
っ
た
古
来
の
名
称
も
採
用
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
は
新
た
に
考
え
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
新
た
に
考
え
出
さ
れ
た
名
前
に
は
、
そ
れ
ま
で
に
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
も
あ
り
、

そ
れ
ま
で
区
別
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
も
の
が
二
つ
以
上
に
区
別
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

新
た
に
与
え
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。【
和
訳
】
の
宝
石
名
は
、
あ
る
い
は
こ
の
新
し
い
鉱
物
学
の

術
語
名
に
拠
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
当
時
刊
行
さ
れ
た
鉱
物
学
の
術
語
集
で
纏
ま
っ
た
も

の
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

① 

武
藤
寿
編
『
金
石
対
名
表
』（
明
治
十
二
年
〔1879

〕
刊
）。
こ
の
術
語
集
は
明
治
九
年
刊

の
和
田
維
四
郎
訳
の
『
金
石
学
』（
明
治
九
年
刊
）
の
附
録
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ

る
。

② 

小
藤
文
次
郎
・
神
保
小
虎
・
松
島
鉦
四
郎
共
編
『
鉱
物
字
彙
』（
明
治
二
十
三
年
〔1890

〕

刊
）

　

今
、
便
宜
的
に“T

he H
oly Bible; N

ew
 Revised Standard V

ersion”

に
用
い
ら
れ
て
い

る
十
二
の
宝
石
の
英
語
名
が
こ
れ
ら
の
術
語
集
で
は
ど
の
よ
う
な
術
語
名
と
な
っ
て
い
る
か
を
見

る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
列　

carnelian 
 

 
chrysolite  

 
em

erald

　
　

①　

な
し 

 
 

 
 

橄
欖
石 

 
 

 
beryl

に
同
じ

　
　

②　

肉
紅
玉
髄 

 
 

貴
橄
欖
石 

 
 

碧
柱
玉

第
二
列　

turquoise 
 

 
sapphire  

 
 

m
oonstone

　
　

①　

藍
宝
石 

 
 

 

青
玉 

 
 

 
 

月
石

　
　

②　

土
耳
古
玉 

 
 

青
玉 

 
 

 
 

月
長
石

第
三
列　

jacinth  
 

 
 

agate  
 

 
 

am
ethyst

　
　

①　

な
し 

 
 

 
 

瑪
瑙 

 
 

 
 

紫
水
晶

　
　

②　

風
信
子
石 

 
 

瑪
瑙 

 
 

 
 

紫
水
晶

第
四
列　

beryl  
 

 
 

onyx 
 

 
 

 
jasper

　
　

①　

緑
玉
石
な
ど 

 

截
子
瑪
瑙 

 
 

な
し

　
　

②　

緑
柱
玉 

 
 

 

縞
瑪
瑙 

 
 

 

碧
玉

　

こ
れ
ら
の
術
語
名
と
【
和
訳
】
で
の
宝
石
名
と
で
一
致
す
る
の
は
、
第
二
列
二
番
目
の
「
青

玉
」
と
第
四
列
三
番
目
の
「
碧
玉
」
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
う
ち
「
青
玉
」
は
【
漢
訳
】
と
も
一
致

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、【
和
訳
】
で
の
宝
石
名
は
鉱
物
学
に
お
け
る
名
称
を
参
考

に
し
た
も
の
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
の
術
語
名
は
後
の
和
訳
聖
書
で
は
多
く
採
用
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
前
掲

の
日
本
聖
書
協
会
の
一
九
五
五
年
改
訳
で
は
四
列
十
二
の
宝
石
の
名
は
、

第
一
列　

紅こ
う

玉ぎ
ょ
く

髄ず
い  

 

貴き

か
ん
ら
ん
石　
　

水す
い

晶し
ょ
う　

第
二
列　

ざ
く
ろ
石い

し 
 

る
り　
　
　
　
　
　

赤あ
か

縞し
ま

め
の
う

第
三
列　

黄き

水す
い

晶し
ょ
う  

 

め
の
う　
　
　
　
　

紫
む
ら
さ
き

水す
い

晶し
ょ
う。

第
四
列　

黄こ
う

碧へ
き

玉ぎ
ょ
く  

 

縞し
ま

め
の
う　
　
　
　

碧へ
き

玉
ぎ
ょ
く
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で
あ
っ
た
。
ま
た
、
一
九
五
六
年
刊
の
関
根
正
雄
訳
『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』（
岩
波
文
庫
本
）
で
は
、

第
一
列　

紅
玉 

 
 

 

黄
玉　
　
　
　
　
　

緑
玉

第
二
列　

柘
榴
石 

 
 

サ
フ
ァ
イ
ア　
　
　

月
長
石

第
三
列　

風
信
子
石 

 

瑪
瑙　
　
　
　
　
　

紫
水
晶

第
四
列　

貴
橄
欖
石 

 

縞
瑪
瑙　
　
　
　
　

碧
石

で
あ
る
。４　

和
訳
聖
書
に
お
け
る
宝
石
名
の
改
称

　

改
め
て
【
漢
訳
】
と
【
和
訳
】
の
宝
石
名
を
対
応
さ
せ
て
み
る
と
、【
和
訳
】
に
携
わ
っ
た
翻

訳
者
た
ち
は
、
や
は
り
【
漢
訳
】
を
参
考
に
宝
石
名
を
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
【
漢
訳
】
の
利
用
法
は
、
難
解
な
漢
名
に
つ
い
て
は
理
解
し
や
す
い
語
に
言
い
換
え
る
と
い
う

も
の
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
理
由
を
、
以
下
詳
し
く
述
べ
た
い
。

　

【
漢
訳
】
と
【
和
訳
】
と
の
対
照
表
を
再
度
掲
げ
、
宝
石
の
漢
名
の
和
訳
化
に
つ
い
て
推
測
し

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

【
第
一
列
】
の
【
漢
訳
】
と
【
和
訳
】
の
宝
石
名
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

瑪
瑙
（【
漢
訳
】）
― 

赤
玉
（【
和
訳
】）

②　

黄
琮
（【
漢
訳
】）
― 

黄
玉
（【
和
訳
】）

③　

瓊
玉
（【
漢
訳
】）
― 

瑪
瑙
（【
和
訳
】）

　

こ
の
列
の
【
和
訳
】
の
一
番
目
と
三
番
目
の
宝
石
は
本
来
は
逆
に
書
か
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な

か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
、

①　

瑪
瑙
（【
漢
訳
】）
― 

瑪
瑙
（【
和
訳
】）

②　

黄
琮
（【
漢
訳
】）
― 

黄
玉
（【
和
訳
】）

③　

瓊
玉
（【
漢
訳
】）
― 

赤
玉
（【
和
訳
】）

と
あ
る
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
仮
に
そ
う
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
漢
名
と
和
名
と
の

関
係
は
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
①
に
つ
い
て
は
【
和
訳
】
は
【
漢
訳
】
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し

た
も
の
と
な
る
。
③
は
「
瓊
玉
」
の
「
瓊
」
を
「
赤
」
に
変
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
瓊
」
は

「
赤
」
で
あ
る
（『
説
文
』「
瓊
、
亦
赤
也
」、『
説
文
繋
伝
』「
瓊
、
赤
玉
也
」）。
②
の
【
漢
訳
】
の

「
黄
琮
」
は
『
周
礼
』
春
官
上
に
「
大
宗
伯
曰
、
以
二
黄
琮
一
礼
也
」
と
見
え
る
語
で
あ
る
が
、

『
説
文
』
に
「
琮
、
瑞
玉
」
と
あ
り
、「
黄
琮
」
は
黄
瑞
玉
と
い
っ
た
意
味
と
な
る
。【
和
訳
】
は

そ
れ
を
単
に
「
黄
玉
」
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

【
第
二
列
】
の
対
応
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

緑
玉
（【
漢
訳
】）
― 

紅
玉
（【
和
訳
】）

②　

青
玉
（【
漢
訳
】）
― 

青
玉
（【
和
訳
】） 

③　

金
剛
石
（【
漢
訳
】）
― 

金
剛
石
（【
和
訳
】）

　

①
が
【
漢
訳
】
で
は
「
緑
玉
」
と
あ
り
、【
和
訳
】
で
は
「
紅
玉
」
と
あ
る
理
由
は
不
明
で
あ

る
。
英
訳
で
は
こ
の
部
分
に
用
い
ら
れ
て
い
る
宝
石
はturquoise

で
あ
り
、turquoise

は
和

田
の
『
金
石
学
』
に
は
「
其
色
青
キ
コ
ト
蒼
天
ノ
如
シ
。
又
緑
色
ヲ
帯
ブ
ル
者
ア
リ
」
と
あ
り
、

鈴
木
敏
編
『
宝
石
誌
』（
集
英
社1916

刊
）
に
も
「
色
は
純
潔
な
る
空
青
な
る
も
多
く
は
青
緑
混

淆
の
色
を
現
は
し
、
又
緑
色
を
呈
す
る
も
の
尠
と
せ
ず
。
是
等
の
諸
色
中
最
も
優
美
な
る
空
青

（
下
略
）」
と
あ
る
。Robert M

orrison

の
『
旧
遺
詔
書
』（1823

）
で
も
「
葱
玉
」
と
あ
る

（「
葱
」
は
青
色
の
意
）。
こ
の
よ
う
に
【
漢
訳
】
に
お
い
て
も
英
訳
に
お
い
て
も
青
ま
た
は
緑
の

色
の
宝
石
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、【
和
訳
】
で
は
「
紅
玉
」
と
な
っ
て
い
る
根
拠
は
不
明
で
あ

る
。
②
と
③
は
【
漢
訳
】
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。（
た
だ
、「
金
剛
石
」
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
は
考
え
た
い
こ
と
が
あ
る
（
後
述
）。

【
第
三
列
】
の
対
応
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

赤
璋
（【
漢
訳
】）
― 

深
紅
玉
（【
和
訳
】）

②　

白
瑪
瑙
（【
漢
訳
】）
― 

白
瑪
瑙
（【
和
訳
】）

③　

紫
玉
（【
漢
訳
】）
― 

紫
玉
（【
和
訳
】）

　

①
の
【
漢
訳
】
の
「
赤
璋
」
は
『
周
礼
』
春
官
上
に
「
大
宗
伯
曰
、
以
二
赤
璋
一
礼
二
南
方
一
」

な
ど
と
見
ら
れ
る
。『
説
文
』
に
「
璋
、
半
圭
也
」
と
あ
り
、「
圭
、
瑞
玉
也
」
と
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、「
赤
璋
」
は
赤
半
瑞
玉
と
い
っ
た
意
味
で
あ
り
、「
赤
玉
」
と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
が
、

【
和
訳
】
で
は
既
に
「
赤
玉
」
も
「
紅
玉
」
も
用
い
て
い
る
の
で
「
深
紅
玉
」
と
し
た
の
で
は
な

い
か
。
ち
な
み
にM

orrison

の
訳
で
は
「
火
星
石
」
で
あ
る
。
②
の
【
和
訳
】
は
【
漢
訳
】
を

そ
の
ま
ま
利
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
瑪
瑙
は
赤
色
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、「
白
瑪
瑙
」
は
李
時

珍
の
『
本
草
綱
目
』
に
も
見
ら
れ
、
同
書
の
「
集
解
」
に
は
「
宗
奭
曰
」
と
し
て
瑪
瑙
に
紅
白
黒

の
三
種
が
あ
る
と
い
う
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
③
も
ま
た
【
和
訳
】
は
【
漢
訳
】
を
そ
の
ま
ま
利

用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
「
紫
玉
」
は
古
く
か
ら
「
紫
水
晶
」「
紫
石
英
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
も
の
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
が
（
英
訳
もam

ethyst

で
あ
る
）、
そ
の
名
を
用
い
ず
に

「
紫
玉
」
と
し
た
の
は
、
後
に
述
べ
る
よ
う
な
理
由
か
ら
で
あ
ろ
う
。

【
第
四
列
】
の
対
応
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①　

黄
玉
（【
漢
訳
】）
― 

黄
緑
玉
（【
和
訳
】）
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②　

碧
玉
（【
漢
訳
】）
― 

葱
珩
（【
和
訳
】）

③　

粋
玉
（【
漢
訳
】）
― 

碧
玉
（【
和
訳
】）

　

こ
の
列
も
第
一
列
と
同
じ
く
宝
石
の
順
序
が
混
乱
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
本
来
は
、

①　

黄
玉
（【
漢
訳
】）
― 

黄
緑
玉
（【
和
訳
】）

②　

碧
玉
（【
漢
訳
】）
― 

碧
玉
（【
和
訳
】）

③　

粋
玉
（【
漢
訳
】）
― 

葱
珩
（【
和
訳
】）

と
あ
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
①
の
【
漢
訳
】
の
「
黄
玉
」
は
、【
和
訳
】

で
は
既
に
用
い
た
の
で
、
こ
こ
で
は
「
黄
緑
玉
」
と
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
②
【
和
訳
】
は
【
漢

訳
】
を
踏
襲
し
た
も
の
と
な
る
。
ち
な
み
に
「
碧
玉
」
は
紫
が
か
っ
た
青
か
ら
赤
、
褐
色
、
緑
、

黄
な
ど
の
色
の
も
の
も
あ
る
が
、
宝
石
名
と
し
て
は
「
青
く
美
し
い
玉
」
を
言
う
。
③
の
【
漢

訳
】
の
「
粋
玉
」
は
漢
籍
に
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
語
で
あ
る
（「
粋
」
は
「
ま
じ
り
け
の
な

い
」「
う
つ
く
し
い
」
の
意
）。【
和
訳
】
の
「
葱
珩
」
も
ま
た
珍
し
い
語
で
あ
る
（「
葱
」
は
青
色

の
意
（「
珩
」
は
『
説
文
』
に
「
佩
上
玉
也
」、「
銭
注
」
に
「
佩
上
飾
也
」
と
あ
る
）。
和
田
維
四

郎
訳
の
『
金
石
学
』
に
は
「
葱
珩
」
の
語
をberyl
の
「
漢
訳
」
と
し
て
紹
介
し
、「
玻
璃
光
ア

リ
テ
薄
片
ハ
透
明
」「
其
色
ハ
海
色
ノ
如
ク
緑
ナ
レ
ド
モ
又
無
色
或
ハ
黄
色
ナ
ル
者
ア
リ
」
と
説

明
し
て
い
る
（
和
田
の
言
う
「
漢
訳
」
と
は
「
近
来
漢
訳
ノ
書
」
に
見
え
る
訳
語
で
あ
る
）。
と

も
か
く
も
【
和
訳
】
の
「
葱
珩
」
は
何
に
拠
る
も
の
か
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
、
い
く
つ
か
説
明
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
お
よ
そ
【
和
訳
】
の
宝
石
名
は
【
漢
訳
】

を
参
考
に
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

５　

中
国
の
宝
石
観
か
ら
西
洋
の
宝
石
観
へ

　

と
こ
ろ
で
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
記
さ
れ
て
い
る
宝
石
の
同
定
が
困
難
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ
ぞ

れ
の
国
で
の
翻
訳
で
は
司
祭
の
身
を
飾
る
宝
石
に
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
選
ぶ
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
場
合
そ
の
判
断
基
準
は
国
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
に
な
る
が
、【
漢
訳
】

に
「
碧
玉
」「
青
玉
」「
黄
玉
」「
紫
玉
」「
瓊
玉
」「
緑
玉
」「
粋
玉
」
と
い
っ
た
「
○
玉ぎ

ょ
く
」
の
形

の
名
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
、
中
国
に
お
い
て
は
「
玉ぎ

ょ
く」
が
「
宝
石
」
よ
り
も
尊
ば
れ
て

い
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

「
玉ぎ

ょ
く」
に
広
義
と
狭
義
と
が
あ
る
。
漢
の
許
慎
の
『
説
文
』
の
「
玉
部
」
に
は
「
玉
属
」「
石

之
次
玉
」「
石
之
似
玉
」「
石
之
美
」「
石
之
有
光
」
と
い
っ
た
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
場
合
「
玉
部
」
と
い
う
時
の
「
玉
」
は
広
義
で
あ
り
、
そ
の
中
の
「
玉
属
」
に
属
す
る
も
の
は

狭
義
の
玉
で
あ
る
。
ま
た
、
明
の
李
時
珍
の
『
本
草
綱
目
』（
万
暦
二
十
二
年
〔1596

〕
刊
）
の

「
金
石
部
」
は
「
金
類
」「
玉
類
」「
石
類
」「
鹵
石
類
」
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、「
玉
類
」
の
項
に

は
、

玉　

白
玉
髄　

青
玉
（
璧
玉
・
玉
英
・
合
玉
石
）
青
琅
玕　

珊
瑚　

瑪
瑙　

宝
石　

玻
璃　

水
精
（
火
珠
・
碝
石
）　

琉
璃　

雲
母　

白
石
英　

紫
石
英　

菩
薩
石

が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
「
玉
類
」
と
い
う
時
の
「
玉
」
は
広
義
で
あ
り
、
そ
の
「
玉

類
」
の
冒
頭
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
玉
」
は
狭
義
の
玉
で
あ
る
。

　

こ
の
『
本
草
綱
目
』
で
は
、
広
義
の
「
玉
」
の
中
に
「
宝
石
」
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

宝
石
出
二
西
番
回
鶻
地
方
諸
坑
井
内
一
。
雲
南
遼
東
又
有
レ
之
。
有
二
紅
緑
碧
紫
数
色
一
。
紅
者

名
二
刺
子
一
。
碧
者
名
二
靛
子
一
。
翠
者
名
二
馬
価
珠
一
。
黄
者
名
二
木
難
珠
一
。
紫
者
名
二
蝋
子
一
。

又
有
二
鴉
鶻
石
・
猫
睛
石
・
石
榴
子
・
紅
扁
豆
等
名
色
一
。
皆
其
類
也
。
山
海
経
言
、
騍
山

多
レ
玉
。
凄
水
出
焉
。
西
注
二
於
海
中
一
多
二
采
石
一
即
宝
石
也
。
碧
者
唐
人
謂
二
之
瑟
瑟
一
、

紅
者
宋
人
謂
二

之
靺
鞨
一
、
今
通
呼
為
二

宝
石
一
、
以
鑊
二

首
飾
器
物
一
。
大
者
如
二

指 

頭
一
小
者
如
二
豆
粒
一
、
皆
碾
成
二
珠
状
一
。
張
勃
呉
録
云
、
越
雋
雲
南
河
中
出
二
碧
珠
一
須
下
祭

而
取
上
レ
之
。
有
二
縹
碧
緑
碧
一
。
此
即
碧
色
宝
石
也
。

時
珍
曰
く
、
宝
石
は
西
番
、
回
鶻
の
地
方
の
諸
坑
井
中
か
ら
産
出
し
、
雲
南
、
遼
東
に

も
あ
る
。
紅
、
緑
、
碧
、
紫
等
の
数
色
が
あ
つ
て
、
紅
な
る
も
の
を
刺し

子し

と
名
け
、
碧

な
る
も
の
を
靛て

ん

子し

と
名
け
、
翠
な
る
も
の
を
馬ま

価げ

珠じ
ゆ

と
名
け
、
黄
な
る
も
を
木も
く

難な
ん

珠し
ゆ

と

名
け
、
紫
な
る
も
の
を
蝋ら

ふ

子し

と
名
け
る
。
ま
た
鴉あ

鶻こ
つ

石せ
き

、
猫め
う
せ
い
せ
き

睛
石
、
石せ
き

榴り
う

子し

、
紅こ
う

扁へ
ん

豆づ

な
ど
色
に
因
つ
て
名
け
た
も
の
も
あ
り
、
い
づ
れ
も
同
一
種
で
あ
る
。
山
海
経
に
「
騍

山
に
珠
が
多
い
。
凄
水
は
そ
こ
に
源
を
発
し
て
西
の
方
海
中
に
注
ぐ
。
采
石
が
多
い
」

と
あ
る
。
其
の
采
石
と
は
即
ち
宝
石
の
こ
と
だ
。
碧
色
の
も
の
を
唐
代
に
瑟ひ

つ

瑟ひ
つ

と
い
ひ
、

紅
色
の
も
の
を
宋
代
に
は
靺ま

つ

鞨か
つ

と
い
つ
た
が
、
今
は
一
様
に
宝
石
と
呼
び
、
首
飾
り
や

器
物
に
装
填
す
る
。
大
な
る
は
指ゆ

び

頭さ
き

ほ
ど
あ
り
、
小
な
る
は
豆
粒
ほ
ど
で
、
い
づ
れ
も

碾す

つ
て
珠
の
形
に
作
る
。
張
勃
の
呉
録
に
「
越
雋
、
雲
南
の
河
中
に
碧
珠
が
出
る
。
祭

を
行
つ
て
か
ら
之
を
取
る
の
で
あ
つ
て
、
縹
碧
、
緑
碧
の
も
の
が
あ
る
」
と
あ
り
、
こ

れ
が
碧
色
宝
石
で
あ
る
。︵
注
④
︶

　

右
の
説
明
に
見
え
る
美
石
の
う
ち
、「
猫
睛
石
」
は
現
在
で
は
キ
ャ
ッ
ツ
ア
イ
、「
石
榴
子
」
は

ザ
ク
ロ
石
、「
木
難
珠
」
は
ト
パ
ー
ズ
、「
刺
子
・
靺
鞨
」
は
ル
ビ
ー
、「
靛
子
・
鴉
鶻
石
・
瑟

瑟
・
碧
珠
」
は
サ
フ
ァ
イ
ア
、「
馬
価
珠
」
は
グ
リ
ー
ン
サ
フ
ァ
イ
ア
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が

︵
注
⑤
︶、
こ
れ
ら
の
美
玉
の
総
称
が
「
宝
石
」
で
あ
り
、
狭
義
の
「
玉
」
は
そ
の
「
宝
石
」
よ
り

価
値
の
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
時
珍
は
、「
宝
石
」
に
「
有
二
紅
緑
碧
紫
数
色
一
」
と
し
、
そ
の
色
に
よ
っ
て
、

紅
色
…
…
刺
子
・
靺
鞨
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碧
色
…
…
靛
子
・
瑟
瑟
・
碧
珠

翠
色
…
…
馬
價
珠 

黄
色
…
…
木
難
珠

紫
色
…
…
蝋
子

な
ど
と
分
類
し
て
い
る
が
、【
漢
訳
】
の
司
祭
の
宝
石
と
し
て
現
わ
れ
る
「
碧
玉
」「
黄
玉
」「
紫

玉
」「
瓊
玉
」「
緑
玉
」「
粋
玉
」「
青
玉
」
も
ま
た
、「
宝
石
」
を
含
む
広
義
の
「
玉
」
を
、
そ
の

色
で
呼
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
「
○
玉
」
と
い
う
語
は
中
国
の
玉
思
想
を
帯
び
た
語
で
あ
る
。
そ
う
し
た
語
性

を
持
つ
「
○
玉
」
と
い
う
訳
語
を
使
用
し
た
の
は
、
西
洋
の
宝
石
を
中
国
の
「
玉
」
文
化
で
翻
訳

し
た
も
の
と
言
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
一
つ
の
例
外
は
「
金
剛
石
」
で
あ
る
。「
金
剛
石
」

は
『
広
雅
』（
魏
・
張
揖
撰
）
で
は
「
石
之
次
玉
」
に
属
し
、『
本
草
綱
目
』
で
も
「
玉
類
」
で
も

「
宝
石
」
で
も
な
く
、「
石
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
色
に
つ
い
て
も

「
金
剛
石
」
は
他
の
宝
石
と
違
う
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。「
金
剛
石
」
を
除
く
十
一
の
宝
石
は
全
て

色
が
あ
る
が
、「
金
剛
石
」
は
無
色
透
明
で
あ
る
。「
金
剛
石
」
に
も
不
純
物
に
よ
り
色
の
着
い
た

も
の
は
あ
る
が
、
尊
重
さ
れ
る
の
は
無
色
透
明
の
も
の
で
あ
る
。
李
時
珍
『
本
草
綱
目
』
巻
十
石

類
下
「
金
剛
石
」
の
項
に
「
西
海
流
砂
有
二
昆
吾
石
一
（
中
略
）
光
明
如
二
水
精
一
」
と
あ
る
が
、

我
が
国
の
平
賀
源
内
の
『
物
類
品
騭
』（
宝
暦
十
三
年
〔1764
〕
刊
）
に
も
「（
金
剛
石
は
）
紅
毛

人
持
来
ル
所
ノ
デ
ヤ
マ
ン
ナ
リ
。
西
川
求
林
斎
曰
ク
、
ギ
ヤ
マ
ン
デ
又
デ
ヤ
マ
ン
ト
モ
云
。（
中

略
）
○
蛮
産
デ
ヤ
マ
ン
、
壬
午
主
品
中
、
田
村
先
生
具
レ
之
。
ソ
ノ
大
サ
二
分
許
是
ヲ
指
彄
（
ユ

ビ
カ
ネ
）
ニ
着
ク
。
其
ノ
質
水
精
白
石
英
ノ
ゴ
ト
シ
。
至
テ
明
ノ
徹
ナ
リ
。
照
レ
セ
バ
之
、
遠
近
左

右
悉
ク
ウ
ツ
ル
」
と
見
え
る
。「
金
剛
石
」
は
中
国
で
は
産
し
な
い
が
、【
漢
訳
】
の
「
金
剛
石
」

も
ま
た
源
内
の
言
う
「
蛮
産
デ
ヤ
マ
ン
」
で
あ
り
、
無
色
透
明
の
も
の
を
指
し
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

本
稿
冒
頭
に
紹
介
し
たA

aron

お
よ
びSecond tem

ple

と
い
う
二
種
の
司
祭
の
胸
当
て
の

宝
石
に
は
「
金
剛
石
」
は
見
ら
れ
な
い
。Exous

で
「
金
剛
石
」
に
当
て
ら
れ
て
い
る
第
二
列
の

三
番
目
の
宝
石
は
、
そ
れ
ら
の
訳
で
は
「
縞
瑪
瑙
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

聖
書
の
当
該
箇
所
の
漢
訳
で
「
金
剛
石
」
が
最
初
に
用
い
ら
れ
た
の
はRobert M

orrison

（1982

－34

）
の
『
旧
遺
詔
書
』（1823

）
に
お
い
て
で
あ
る
。

即
四
行
玉
石
、
第
一
行
必
為
瑪
瑙
玉
、
嫩
琮
玉
、
夜
明
珠
、
是
乃
第
一
行
、
其
第
二
行
必
為

葱
玉
、
青
玉
、
金
剛
石
、
其
第
三
行
必
為
火
星
石
、
金
色
石
、
紫
玉
、
其
第
四
行
緑
玉
、
阿

尼
士
玉
、
碧
玉
也
、

　

W
.H

. M
edhurst

の
『
和
英
・
英
和
語
彙
』（1830

刊
）
に
は
「
金
剛
石
」
は
見
え
な
い
。
し

た
が
っ
て
、
こ
のM

orrison

の
『
旧
遺
詔
書
』
で
「
金
剛
石
」
と
現
わ
れ
る
の
が
、
宝
石
と
し

て
の
「
金
剛
石
」
を
中
国
で
初
め
て
用
い
た
例
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

M
orrison

が
漢
訳
聖
書
の
中
に
中
国
で
は
宝
石
で
は
な
い
「
金
剛
石
」
を
用
い
た
の
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
「
金ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド

剛
石
」
は
宝
石
中
第
一
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
司
祭
の
宝
石
の
一

つ
と
し
て
用
い
る
の
は
相
応
し
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

岡
本
要
八
郎
・
木
下
亀
城
共
著
『
鉱
物
和
名
辞
典
』
で
、
祭
司
の
胸
当
の
一
種
で
あ
るE

xous

の
宝
石
名
が
具
体
的
に
何
に
基
づ
く
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
金
剛
石
」
と
あ
る

の
は
、M

orrison

の
漢
訳
聖
書
の
影
響
を
受
け
た
【
漢
訳
】
の
系
統
の
聖
書
に
拠
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

　

明
治
二
十
一
年
〔1888

〕
刊
の
【
和
訳
】
に
お
い
て
【
漢
訳
】
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
碧
玉
」

「
青
玉
」「
黄
玉
」「
紫
玉
」
の
み
な
ら
ず
、「
赤
玉
」「
紅
玉
」「
深
紅
玉
」「
黄
緑
玉
」
と
い
っ
た

「
○
玉
」
の
名
を
用
い
て
い
る
の
は
、
当
時
の
日
本
に
お
け
る
宝
石
観
は
い
ま
だ
中
国
の
「
玉
」

観
の
影
響
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
宝
石
を
「
玉
」
と
呼
び
、
色
に
よ
っ
て

「
青
玉
」「
赤
玉
」
な
ど
と
色
分
け
さ
れ
た
名
称
で
呼
ぶ
こ
と
は
、
奈
良
時
代
の
日
本
か
ら
明
治
以

降
に
西
洋
の
宝
石
が
輸
入
さ
れ
、
そ
の
西
洋
の
原
語
名
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
行
わ
れ

て
い
た
。
上
田
敏
の
『
牧
羊
神
』
の
「
薔
薇
連
祷
」（
大
正
二
年
〔1913

〕
発
表
）
に
、「
黄
玉
」

に
ト
パ
ア
ズ
、「
紅
玉
」
に
リ
ュ
ビ
イ
と
振
り
仮
名
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
形
で
中
国
の

「
玉
」
観
は
西
洋
の
宝
石
観
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

聖
書
の
和
訳
に
お
い
て
、「
○
玉
」
が
多
用
さ
れ
る
の
は
極
初
期
の
も
の
に
限
ら
れ
る
。
そ
の

後
は
本
草
学
や
鉱
物
学
の
術
語
名
で
用
い
ら
れ
る
漢
名
が
多
く
現
わ
れ
る
。
例
え
ば
鈴
木
敏
編

『
宝
石
誌
』（
集
英
社
大
正
五
年
〔1916

〕
刊p108

）
で
は
司
祭
の
十
二
の
宝
石
を
「
紅
瑪
瑙

carnelian

、
貴
橄
欖
石chrysolite

、
緑
宝
石Em

erald

、
紅
宝
石Ruby

、
青
金
石Lapis- 

lazuli

、
オ
ニ
ツ
ク
スonyx

、
藍
宝
石sapphire

、
瑪
瑙agate

、
水
晶rock crystal

、
黄
宝

石T
opaz

、
緑
柱
石beryl

、
碧
玉jasper

」
と
説
明
し
、
一
九
五
五
年
改
訳
聖
書
で
も
先
に
見

た
と
お
り
、

第
一
列　

紅こ
う

玉ぎ
ょ
く

髄ず
い

、  

貴き

か
ん
ら
ん
石 

 
 

水す
い

晶
し
ょ
う

第
二
列　

ざ
く
ろ
石い
し 

 

る
り 

 
 

 
 

 
 

赤あ
か

縞し
ま

め
の
う

第
三
列　

黄き

水す
い

晶し
ょ
う、  

 

め
の
う 

 
 

 
 

 

紫
む
ら
さ
き

水す
い

晶
し
ょ
う

第
四
列　

黄こ
う

碧へ
き

玉ぎ
ょ
く  

 

縞し
ま

め
の
う 

 
 

 
 

碧へ
き

玉
ぎ
ょ
く

で
あ
り
、
一
九
五
六
年
の
関
根
正
雄
訳
『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』
岩
波
文
庫
本
）
で
も
、

第
一
の
列
は
紅
玉
、
黄
玉
、
緑
玉
の
列
、
第
二
の
列
は
柘
榴
石
、
サ
フ
ァ
イ
ア
、
月
長
石
、

第
三
の
列
は
風
信
子
石
、
瑪
瑙
、
紫
水
晶
、
第
四
の
列
は
貴
橄
欖
石
、
縞
瑪
瑙
、
碧
石
、

と
あ
る
。
聖
書
の
翻
訳
に
お
い
て
、
こ
う
し
た
漢
語
で
は
な
く
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
西
洋
名
が
多
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く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
一
九
九
三
年
度
版
の
新
共
同
訳
『
聖
書
』
に
、

第
一
列　

ル
ビ
ー 

 
 

ト
パ
ー
ズ　
　
　
　
　

エ
メ
ラ
ル
ド

第
二
列　

ざ
く
ろ
石 

 

サ
フ
ァ
イ
ア　
　
　
　

ジ
ャ
ス
パ
ー

第
三
列　

オ
パ
ー
ル 

 

め
の
う　
　
　
　
　
　

紫
水
晶

第
四
列　

藍
玉 

 
 

 

ラ
ピ
ス
・
ラ
ズ
リ　
　

碧
玉

と
あ
る
の
が
早
い
よ
う
で
あ
る
。
西
洋
の
宗
教
書
『
聖
書
』
の
翻
訳
に
お
い
て
東
洋
の
宝
石
観
が

克
服
さ
れ
た
の
は
そ
れ
ほ
ど
遠
い
過
去
の
こ
と
で
は
な
い
。

注
① 

 

岡
本
要
八
郎
・
木
下
亀
城
共
著
『
鉱
物
和
名
辞
典
』（
風
間
書
房　

昭
和
三
十
四
年

〔1959

〕
刊
）「
胸
板
の
石
」
の
項
。

注
② 

 『
鉱
物
和
名
辞
典
』
に
は
サ
ー
デ
ウ
スSardius

を
「
恐
ら
く
ル
ビ
ー
、
紅
玉
髄
、
光
玉

随
の
一
つ
」
で
あ
り
、
カ
ー
バ
ン
ク
ルCarbuncle

は
「
透
明
濃
赤
色
の
貴
石
輝
石

（
鉄
礬
柘
榴
石
）」
な
ど
で
あ
り
、
リ
グ
リ
ア
石Ligurite

は
「
林
檎
緑
色
の
榍
石
」
で

あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

注
③ 

 Bridgm
an

とCulberston

の
漢
訳
以
前
に
成
立
し
たRobert M

orrison

の
『
旧
遺

詔
書
』（1823

）
で
は
、

第
一
列　

瑪
瑙
玉　
　

嫩
黄
色
玉　
　

夜
明
珠

第
二
列　

葱
玉　
　
　

青
玉　
　
　
　

金
剛
石

第
三
列　

火
星
石　
　

金
色
石　
　
　

紫
玉

第
四
列　

緑
玉　
　
　

阿
尼
士
玉　
　

碧
玉

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
と
も
【
和
訳
】
の
宝
石
名
は
異
な
る
も
の
が
多
い
。

注
④ 

 『
新
註
校
定　

国
訳
本
草
綱
目
』（
春
陽
堂　

昭
和
四
十
九
年
〔1974

〕
五
月
刊
）
の
訳
に

よ
る
。

注
⑤ 

 

益
富
寿
之
助
「
石
薬
編
新
注
の
言
葉
」（『
新
註
校
定　

国
訳
本
草
綱
目
』
月
報
４
、
春
陽

堂　

昭
和
四
十
九
年
〔1974

〕
五
月
刊
）
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